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「自分の未来を切り拓け！」

～春休み中はちょっと一息 心と体のリフレッシュを～ 

　保護者の皆様には、今年度を通してＰＴＡ活動、

部活動支援を始め、本校の教育活動にお力添えをい

ただき誠にありがと

うございました。次

年度も本校教育活動

へのご理解とご協力

をよろしくお願いい

 たします。　

　３月２１日（金）に修了式が行われました。令和

６年度の全教育課程が修了しました。１・２年生の

皆さん、保護者の皆様、修了おめでとうございまし

 た。

　修了式では、１学年は青田くる実さんが、２年生

は阿部桃佳さんが、学年を代表して修了証書を受領

しました。両名とも、学年代表にふさわしい大変し

っかりとした受領態度でした。式に臨む全生徒の姿

からも、本年度１年間の心身両面での確かな成長を

 うかがうことができました。

　生徒代表発表では、１年代表の石川琴菜さん、２

年代表の星優奈さんが学習、部活動、柏葉祭を始め

とする学校行事等の取り組みなど、この１年間や３

学期に努力したことや来年度の抱負や目標について

述べてくれました。内容はもちろん、全校生に向け

て一言一言しっかりと語りかけるなど、今年度の最

後を締めくくるにふさわしい大変立派な発表態度で

 した。

　生徒の皆さんには、時間に余裕が生まれる春休み

の間に趣味や読書、スポーツなどに親しみ、心身を

 リフレッシュさせてほしいと思います。

　４月７日（月）には、新入生を含め全校生が、期

待と喜びを胸に、元気に登校することを願っていま

す。

　１年を振り返り 
　　　　 
　　　　　　　　１年２組　石川　琴菜さん 
 
　１年間を通して、特に３学
期の生活面と学習面で良かっ
たところ、悪かったところを
お話します。まず、クラス全
体についてです。良かった点
として、１分前着席ができる
頻度が増えました。また、授
業中も自分から積極的に発言
する人が増え、答えがわからない人を助けてい
る場面が多かったです。悪かった点としては授
業中に、授業と関係のない無駄な発言が多かっ
たことです。また、休み時間に廊下などにでて
追いかけっこをしたり、叫んだりしてる人もい
ました。授業中では今必要なことなのか考えて
から発言すること、休み時間では騒ぎすぎず、
節度を持って行動することが大切であり、学年

 全体で意識していきたいです。
　次に、私自身についてです。１つ目は、あい
さつについてです。良かった点として、２学期
に比べ先生よりも先にあいさつできました。悪
かった点として、校内で行っているワンストッ
プ礼が出来ませんでした。これからは意識して
ワンストップ礼をするようにしたいです。２つ
目は、テスト期間の勉強についてです。１学期
と２学期はテストの１週間前から勉強に取り組
んでいました。しかし、３学期は１ヶ月前から
勉強に取り組むことができたため、来年度も継
続していきたいです。　　                  
　もうすぐ新入生が入学し、私たちは２年生と
なります。先輩として学校の決まり事を意識し、
クラスを引っ張っていけるような人になりたい
です。 　



 

 

 

 

 ◆白河市長杯卓球大会                           
 　中学生以下男子シングルス                      
 　　　　　　　　　　第１位 ２年１組 鈴木　大翔さん 

 　中学生以下女子シングルス                      
 　　　　　　　　　　第１位 １年１組 青田くる実さん 

 ◆実用英語技能検定                             
 　準２級合格 ２年１組 笹川　博雅さん            
   ３級合格 ２年１組 星　　優奈さん           
 ◆日本漢字能力検定 

   ３級合格 ２年１組 後上　華音さん 

      同 ２年１組 露木　花音さん 

      同 ２年１組 福島　颯介さん 

　 ４級合格  ２年１組 鈴木　めいさん 

      同 ２年１組 吉田　航大さん

　３月１１日（火）に「東日本大震災から１４年」

と題して、今から１４年前に発生した東日本大震災

の被害について、生徒のみなさんと一緒に考える時

間を持ちました。また、

震災の教訓として大切

にしたこととして「命

を一番に」「震災に関

心をもつ」「正しい知

識を得る」この３つに

 ついて話をしました。

 

 

 

 

   4（金） 入学式準備     　３月２７日（木）に安珍供養祭が行われました。

 　7（月） 着任式・始業式・入学式  今年も１学年の生徒の皆さんが参加し、保存会の方

   8（火） 新入生歓迎会・身体測定   々と一緒に、「安珍歌念仏踊り」を披露しました。

 学級写真撮影（２・３年生）   地域の方々を始め、多くの方に見守られ、立派な踊

   9（水） 学級写真撮影（１年生）・交通安全教室   りを披露することができました。

  11（金） 週番発足会・専門委員会発足会   
  14（月） 全校朝会・知能検査（１年生）   
 ３年全国学力調査【質問】（３学年）  

  15（火） 内科検診（全校生）   
  17（木） 全国学力調査（３学年）   
  18（金） 授業参観・ＰＴＡ体文総会・学年保護者会  

  20（日） 修学旅行　～２２日（火）   
  24（木） 部活動結団式   
  25（金） 耳鼻科検診（１学年）  
  28（月） 学年朝会                    
                                          

　１年を振り返って 
　　　　 
　　　　　　　　2年1組　星　優奈さん 
 
　私は、この1年を通してた
くさんの経験をすることが
できました。その中でも特
に頑張ったことは2つありま

 す。
　１つ目は英語です。私は、
今まで人前で発表する機会
があまりありませんでした
が、今年の夏に英語弁論大会に挑戦しました。
発音やジェスチャーを覚えるのが難しく、夏
休み中に何回も練習しました。本番では惜し
くも入賞はできませんでしたが、とても良い
経験ができたと思います。また、英語検定３
級にも挑戦しました。英語弁論大会で学んだ
ことを生かして面接に臨み、合格することが
できました。今後も英語をさらに生かしてい
けるように頑張りたいです。さらに、漢字検
定や数学検定にも力を入れて、３級合格を取

 れるように頑張りたいです。
　２つ目は学校行事です。柏葉祭では去年に
引き続き、実行委員の全校アート係を担当し
ました。全校生が塗った紙を一枚一枚貼って
いくのはとても大変な作業でしたが、完成し
たものを発表してみんなが喜んでくれたのが

 印象に残っています。
　４月から、私たちは３年生になり、中心と
なって活動する機会がさらに増えます。また、
来年の今頃には受験を控えています。得意教
科はもちろん、苦手な教科も力を入れて勉強
していきたいと思います。そして、部活動で
は最後の中体連があります。そのためにもっ
と練習をして、今よりも強くなれるようにし
ます。学校の最上級生として、後輩のお手本
になれるような生活を心がけていきたいです。 



 「春は別れの季節」と言われますが、本日、２８日（金）

に離任式が行われました。今まで一緒に学んできた先生

方とのお別れは、寂しく残念ではありますが、転退職は

教員にとって避けられないものです。転退職される先生

方には、東北中学校でいろいろな経験をされたかと思い

ます。その経験を活かし、新任地での更なる活躍をご祈

念いたします。 

　それでは、転退職される先生方からのメッセージを紹

介します。           

【卒業式送の様子】 

お世話になりました。ありがとうございました。

　ご退職 
　 
　　　　　　　　　　　　松本　明美 先生 
 
　東北中に赴任して６年間、本当に月

日が経つのが早く、あっという間でし

た。私の教員人生の中での６年間は本

当に大きな影響と感動、そして成長さ

せてくれた東北中学校でした。東北中

では、いつもみなさんの笑顔にパワー

をもらい、授業や部活、学校行事、全

てが楽しかったです。特に、柏葉祭の東北中パワーは№

１です。あの感動は忘れられません！そして何と言って

も東北中伝統の”ワンストップ礼”は、世界№１だと思

っています。この良き伝統をみなさんで、しっかりと次

の代につなげて行ってほしいと思います。 
　最後に、この６年間で出会った生徒のみなさん、そし

て保護者の皆様、本当にお世話になりました。これから

の東北中の益々の発展をお祈り申し上げます。ありがと

うございました。 

　棚倉町立棚倉中学校へ 
　 
　　　　　　　　　　　　大塚　雄一 先生 
 
　１年間という短い期間でしたが、み

なさんの活躍している姿をたくさん見

ることができました。東北中学校の規

模は決して大きくありませんが、一人

ひとりとても素直で、みんなで力を合

わせて頑張ることで大きな力となり、

大きな学校をも凌駕する結果を残すこ

とができましたね。とても素晴らしいです。その他にも

たくさん素晴らしいことがありましたが、最も印象的な

ことは“あいさつ”です。私は、４つの中学校に勤務し

ていましたが、どこの中学校にも負けないのが、みなさ

んの“あいさつ”でした。 たかがあいさつと思う人も

いるかもしれませんが、あいさつは人と人との関係を豊

かにするとても重要なはたらきがあります。ぜひ、これ

からも“あいさつ”の素晴らしい東北中学校生でいてく

ださい。 

　只見町立只見中学校へ（校長昇任） 
　 
　　　　　　　　　　入谷　正典 先生 
 
 「私は東北中学校が大好きです。」こ

れは、私が生徒会総会で言った言葉で

す。みなさんが授業や部活動にがんば

っている姿、友人と楽しそうに休み時

間などに過ごしている姿、元気に立ち

止まって私にあいさつしてくれる姿、

どれをとっても私を心から笑顔にして

くれるものでした。 
　みなさんのおかげで、私の東北中学校で過ごした３年

間はとっても幸せな時間でした。本当にありがとう。転

勤しても、大好きな東北中学校を応援していきます。  

　棚倉町立棚倉中学校へ 
　 
　　　　　　　　　　　　七見　尚子 先生 
 
　素直で心優しいみなさんと共に過ご

すことができて、本当に幸せでした。 
　ピンチはチャンス。ガマンはスパイス。 
　いつもどんなときもみなさんを応援し

ています。 
　２年間、本当にありがとうございまし

た。　 

　ご退職 
　 
　　　　　　　　　　　　佐藤　千紘 先生 
 
　東北中学校には、大変ありがたいこと

に４年間勤めさせていただきました。わ

たしは第四小学校と兼任しているため、

中学校でもみなさんの成長をみることが

とてもうれしく、毎日とってもたのしい

司書生活でした。中学校では、勉強に部

活に、友情に。やることがたくさんで、

その楽しいことをわたしにたくさんお話ししてくれまし

たね。わたしはみなさんのお話しを聞くことが大好きで

した。いろいろお話ししてくれて、本当にありがとうご

ざいます。 
　図書館は『いつでも・だれでも・大歓迎』です。これ

から大きくなっても、ぜひ図書館に遊びにきてください

ね。調べものも、勉強も、もちろん本を読まずにただ過

ごしても良いのです。大丈夫!!図書館は自由ですからね。

東北中のみなさんの健康と、ますますの成長、こころか

ら応援しています!! 

　二本松市立原瀬小学校へ 
　 
　　　　　　　　　　佐藤はるか 先生 
 
　東北中学校で生徒のみなさんや先生方

と一緒に過ごした時間は、私にとって宝

物です。これからを生きる、希望に満ち

あふれたみなさんの夢や思いが実現でき

るよう祈っています。大好きな東北中を

去りますが、みなさんにもらったパワー

を胸に、次の学校でも自分にできること

を精一杯努めたいと思います。またお会いできる日を楽

しみにしています。　                  　


